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話
を
聞
く
、人
の
想
い
に
向
き
合
っ
た
地
方
創
生

　特集記事第２９回は、今年
度から国と県から派遣された
政策統括監と副政策統括監と
の対談です。
　勝浦市の地方創生について
語っていただきました。

政策統括監
副政策統括監

と
市議会

【
自
己
紹
介
を
お
願
い
し
ま
す
】

●
加
藤
統
括
監
（
以
下
：
加
藤
）
出
身
は
四

国
の
香
川
県
丸
亀
市
で
、３
児
の
父
で
す
。

国
家
公
務
員
の
採
用
は
会
計
検
査
院
で
、

東
日
本
大
震
災
に
係
る
除
染
（
環
境
省
）、

年
金
（
厚
生
労
働
省
）、エ
ネ
ル
ギ
ー
（
経

済
産
業
省
）
な
ど
に
関
す
る
検
査
を
担
当

し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
国
土
交
通
省

の
土
地
・
建
設
産
業
局
（
現
不
動
産
・
建

設
経
済
局
）
で
、
建
設
、
不
動
産
、
土
地

に
関
す
る
法
令
の
取
り
ま
と
め
な
ど
を
担

当
し
て
い
ま
し
た
。

●
青
山
副
統
括
監
（
以
下
：
青
山
）
前
職
場

で
は
長
生
地
域
振
興
事
務
所
と
い
う
と
こ

ろ
で
、
主
に
地
域
を
め
ぐ
る
バ
ス
ツ
ア
ー

の
企
画
や
、
小
学
生
の
サ
ー
フ
ィ
ン
教
室

の
企
画
な
ど
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
関
連
し

た
業
務
に
携
わ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
も

県
の
業
務
で
、
市
町
村
の
方
と
一
緒
に
仕

事
を
す
る
機
会
も
あ
り
ま
し
た
の
で
、
そ

う
し
た
経
験
を
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

【
お
仕
事
の
内
容
を
教
え
て
く
だ
さ
い
】

●
加
藤
：
規
則
上
は
、
地
方
創
生
に
関
す
る

こ
と
と
、
政
策
の
企
画
立
案
に
関
す
る
こ

と
の
大
き
く
２
点
を
指
揮
監
督
す
る
こ
と

が
職
務
な
の
で
す
が
、
私
た
ち
は
市
外
か

ら
来
て
い
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
地
域
を
知

る
こ
と
か
ら
始
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ

の
上
で
、
勝
浦
市
内
に
あ
る
足
下
の
課
題

を
適
確
に
吸
い
上
げ
て
、
対
応
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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青
あおやま

山　大
だいすけ

輔
副政策統括監

加
か

藤
とう

　正
まさのり

倫
政策統括監

【
勝
浦
市
の
イ
メ
ー
ジ
、
魅
力
は
？
】

●
加
藤
：
勝
浦
市
に
来
た
時
に
最
初
に
思
っ

た
の
は
、「
こ
ん
な
透
明
度
の
高
い
海
が

関
東
に
あ
る
の
か
！
」
と
い
う
の
が
第
一

印
象
で
す
。
あ
と
は
山
も
あ
っ
て
、
海
も

あ
っ
て
、
魅
力
的
な
資
源
が
い
っ
ぱ
い
あ

る
の
で
、
そ
れ
を
市
外
の
人
々
に
も
っ
と

知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
率
直
に
思
っ
て
い

ま
す
。

●
青
山
：
子
ど
も
の
頃
に
毎
年
の
よ
う
に
海

水
浴
で
勝
浦
に
来
て
い
ま
し
た
の
で
、
海

や
民
宿
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
で
す
。
赴
任

し
て
か
ら
は
、
高
台
や
坂
の
上
か
ら
も
海

が
見
え
る
こ
と
や
、
夕
日
が
見
え
る
海
に

も
魅
力
を
感
じ
て
い
ま
す
。

【
勝
浦
市
の
課
題
は
？
】

●
加
藤
：
移
住
と
い
う
点
で
い
え
ば
、
フ
ァ

ミ
リ
ー
層
を
対
象
に
し
た
住
宅
の
情
報
が

少
な
い
と
感
じ
ま
す
。
ほ
か
に
も
、
道
路

や
鉄
道
と
い
っ
た
交
通
イ
ン
フ
ラ
な
ど
の

物
理
的
な
制
約
が
あ
る
中
で
、
い
か
に
勝

浦
に
目
を
向
け
て
も
ら
え
る
か
探
っ
て
い

き
た
い
で
す
。
ま
た
今
住
ん
で
い
る
方
の

幸
せ
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
、
何
を
求
め
て

い
る
の
か
と
い
う
と
こ
ろ
に
も
着
目
し
て

少
し
時
間
を
か
け
て
掘
り
下
げ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
青
山
：
高
校
が
遠
い
こ
と
や
、
親
子
連
れ

が
遊
べ
る
大
き
な
公
園
が
無
い
こ
と
な
ど

の
子
育
て
環
境
面
や
、耕
作
放
棄
地
問
題
、

若
い
意
欲
的
な
農
家
の
方
が
ど
う
す
れ
ば

増
え
る
か
、都
市
計
画
道
路
な
ど
も
含
め
、

ま
ち
の
全
体
像
を
考
え
て
い
け
た
ら
と
思

っ
て
い
ま
す
。

【
物
理
的
な
勝
浦
の
道
路
と
Ｊ
Ｒ
の
問
題
に

関
し
て
、
ど
の
よ
う
な
お
考
え
を
持
っ
て

い
る
か
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。】

●
加
藤
：
Ｊ
Ｒ
で
言
え
ば
、
廃
線
し
た
り
す

る
地
域
も
あ
る
中
で
、
外
房
線
に
は
特
急

列
車
が
走
っ
て
ま
す
の
で
そ
こ
を
最
大
限

に
生
か
し
た
い
で
す
。
ま
た
、
道
路
の
話

で
言
え
ば
、
鶴
舞
イ
ン
タ
ー
か
ら
は
遠
い

の
で
す
が
、
そ
の
道
中
に
何
か
あ
れ
ば
、

そ
の
時
間
は
楽
し
い
時
間
に
な
る
わ
け
で
、

２
９
７
号
沿
い
に
何
か
仕
掛
け
が
で
き
な

い
か
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

●
青
山
：
勝
浦
は
電
車
で
海
水
浴
に
来
る
こ

と
が
で
き
る
貴
重
な
地
域
な
の
で
、
そ
の

辺
も
含
め
て
Ｊ
Ｒ
の
お
客
さ
ん
を
増
や
す

こ
と
が
で
き
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

【
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
こ
と
や市

民
の
皆
様
へ
】

●
加
藤
：
こ
れ
か
ら
地
元
の
皆
さ
ん
、
市

役
所
職
員
、
議
員
の
皆
さ
ん
、
い
ろ
い

ろ
な
方
の
話
を
聞
い
て
、
勝
浦
を
知
る
と

い
う
気
持
ち
を
大
事
に
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
仕
事
だ
け
で
は
な
く
、釣
り
や
、

サ
ー
フ
ィ
ン
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
て
、
地
元
の
魅
力
、
勝

浦
の
魅
力
を
知
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

●
青
山
：
い
ろ
い
ろ
な
方
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
て
、
課
題
な
ど
を
含

め
て
理
解
を
す
る
こ
と
か
ら
始
め
る
こ
と

が
大
切
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
海
が
遠
く
か

ら
見
え
る
な
ど
、
ほ
か
の
市
町
村
に
な
い

魅
力
が
確
実
に
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
よ

う
な
と
こ
ろ
を
生
か
せ
る
よ
う
に
、
自
分

で
で
き
る
こ
と

を
一
歩
ず
つ
地

道
に
や
っ
て
い

け
た
ら
と
思
い

ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。
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令和４年５月臨時会審議結果

◯全議案が全員賛成で可決・承認・同意されました。
議案番号 件　　　　名 結 果

議案第32号 専決処分の承認を求めることについて（勝浦市税条例の一部を改正する条例
の制定について） 承認

議案第33号 専決処分の承認を求めることについて（令和３年度勝浦市一般会計補正予算
について） 承認

議案第34号 一般職の職員の給与等に関する条例及び勝浦市一般職の任期付職員の採用等
に関する条例の一部を改正する条例の制定について 可決

議案第35号 特別職の職員の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例の制定に
ついて 可決

議案第36号 議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例
の制定について 可決

議案第37号 令和４年度勝浦市一般会計補正予算 可決

議案第38号 令和４年度勝浦市国民健康保険特別会計補正予算 可決

議案第39号 令和４年度勝浦市後期高齢者医療特別会計補正予算 可決

議案第40号 令和４年度勝浦市介護保険特別会計補正予算 可決

議案第41号 令和４年度勝浦市水道事業会計補正予算 可決

議案第42号 監査委員の選任につき同意を求めることについて 同意

○令和４年５月臨時会が５月１９日に開かれ、議長に末吉定夫氏、副議長に戸坂健一氏が選出され
ました。また、議会選出の監査委員に松﨑栄二氏を選任することに同意しました。議長の選出に
より、議会運営委員に欠員が生じたため、新たに松﨑栄二氏が選任されました。

土屋市長の逝去について
7 月 12日、土屋元市長がお亡くなりになりました。
長年にわたり、市民や地域のためにご尽力されてきたそのご功績
に対し、謹んで敬意と感謝を表します。
土屋元市長は、平成 15年の初当選以来４期 16年間議員を務め
られ、副議長、教育民生常任委員長、総務文教常任委員長などを歴
任されました。
勝浦市議会より功績を讃え、心よりご冥福をお祈り申し上げます。
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令和４年６月定例会審議結果

◯６月定例会　会期　６月６日から６月１６日まで１１日間
勝浦市議会ではこんなことが決まりました！

出席議員の全員が賛成した議案等
議案番号 件　　　　名 付託委員会 結 果

議案第43号 令和４年度勝浦市一般会計補正予算 可決

議案第44号 勝浦市税条例等の一部を改正する条例の制定について 総務文教 可決

議案第45号 勝浦市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について 産業厚生 可決

議案第46号 職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 総務文教 可決

議案第47号 令和４年度勝浦市一般会計補正予算 総務文教 可決

議案第48号 令和４年度勝浦市国民健康保険特別会計補正予算 産業厚生 可決

議案第49号 令和４年度勝浦市介護保険特別会計補正予算 産業厚生 可決

請願第　１号「国における2023年度教育予算拡充に関する意見書」採択に関する請願 総務文教 採択

請願第　２号「義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書」採択に関する請願 総務文教 採択

請願第　３号 崩落崖地整備に関する請願 総務文教 採択

発議案第３号 国における2023年度教育予算拡充に関する意見書について 可決

発議案第４号 義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書について 可決

　議会報では、市民生活と深く関わる議案をいくつか取り上げて重点的にお伝えしています。　
全議案については、勝浦市ホームページをご覧ください。

議案の賛否（賛否が分かれた議案のみ掲載）

　「○」は賛成、「×」は反対、「欠」は欠席、「退」は退席（棄権）、「除」は除斥、「－」は議長を表します。
※議長は、地方自治法の規定により採決に加わりません。

議案
番号 件　　　　名

議
決
結
果

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

鈴
木
　
克
己

狩
野
　
光
一

渡
辺
　
ヒ
ロ
子

照
川
　
由
美
子

戸
坂
　
健
一

磯
野
　
典
正

久
我
　
恵
子

寺
尾
　
重
雄

佐
藤
　
啓
史

岩
瀬
　
洋
男

松
﨑
　
栄
二

丸
　
　
昭

黒
川
　
民
雄

岩
瀬
　
義
信

末
吉
　
定
夫

請願
第４号

アスベスト建材製造企業の基金
拠出等「特定石綿被害建設業務
労働者等に対する給付金等の支
給に関する法律」の改正を求める
国への意見書を求める請願

継続
審査 × ○ × × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
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●トピックス　その 1
  小惑星探査機『はやぶさ２』が、やってきます。
宇宙航空研究開発機構（ＪＡＸＡ）の協力の下、小惑星探査機「はやぶさ２」の帰還
カプセルや小惑星リュウグウで採取したサンプル（実物）の展示公開に要する費用を承
認しました。
展示公開は、芸術文化交流センター「キュステ」にて令和４年１０月８日～１２日の
間行われる予定です。３億 kmの彼方から持ち帰った大変貴重な資料が、千葉県内では
唯一勝浦市でのみ公開されることになります。

●トピックス　その 2
  かつうら海中公園滞在型観光施設の通称が
ｅｄｅｎ（エデン）に決定しました。
定例会初日の行政報告において、市長より報告されました。
なお、令和４年７月２８日に落成記念式典が行われ、７月３０日にオープンしました。
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●トピックス　その 3
歌舞伎俳優　八代目　市川門之助氏が「勝浦ふるさと大使」
として委嘱されました。
定例会初日の行政報告において、勝浦が持つ魅力
の発信と芸術文化の振興のための活動にご期待し、
市川氏を勝浦ふるさと大使として、委嘱することが
市長より報告されました。

常任委員会等の活動報告総務文教常任委員会

各常任委員会等の活動報告

産業厚生常任委員会

・議案第４４号　勝浦市税条例等の一部を改正する条例の制定について
・議案第４６号　職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定について
・議案第４７号　令和４年度勝浦市一般会計補正予算

以上３件の議案については、全員賛成で原案のとおり可決すべきものと決定しました。
続いて、

・請願第１号　「国における２０２３年度教育予算拡充に関する意見書」採択に関する請願
・請願第２号　「義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書」採択に関する請願
・請願第３号　 崩落崖地整備に関する請願

以上３件の請願の内、１号、２号については紹介議員、３号については請願者から請願理由の
説明を受け審議の結果、全員賛成で請願採択との結果となりました。

・議案第４５号　勝浦市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について
・議案第４８号　令和４年度勝浦市国民健康保険特別会計補正予算
・議案第４９号　令和４年度勝浦市介護保険特別会計補正予算
・請願第   ４号　アスベスト建材製造企業の基金拠出等「特定石綿被害建設業務労働者に対する

給付金の支給に関する法律」の改正を求める国への意見書を求める請願
産業厚生委員会には、以上４件が付託され、６月１４日委員会を開催。
審議の結果、最終日の本会議において、委員長からの審査結果報告後、採決を行い、議案第

４５号、議案第４８号、議案第４９号は全会一致により「可決」。
請願第４号については、賛成多数により閉会中の継続審査となりました。

※写真は６月７日に撮影されたものです。

7



議会のライブ中継が視聴できるようになりました。
　これまでは YouTube による録画配信でしたが、６月定例会より議会中継が生配信される
ようになりました。

◎ライブ中継の視聴方法
　勝浦市ホームページからは、勝浦市議会「議会インターネット中継」へ
　「議会ライブ中継はこちら」の「勝浦市議会チャンネル」をクリックしてください。
　「勝浦市議会チャンネル」( 外部リンク ) に表示される、「ライブ配信中」のセクションより
画面をクリックしてください。

広報広聴常任委員会

永年在職議員表彰
　第９８回全国市議会議長会定期総会において表彰された議員に対し、６月６日の本会議前に
表彰状の伝達式を行いました。 １５年在職議員表彰　岩瀬　洋男　議員・佐藤　啓史　議員

勝浦小学校６年生が議場見学に訪れ、
模擬議会を体験しました。

　令和４年６月２４日、勝浦小学校６年生（４７名 ) が
議場見学に来訪しました。
　議場において、議場説明の後、模擬議会を開催し、議長役の児童（２名の交代 )
の進行のもと、議員と課長役の児童による一般質問を体験しました。
　また、議会への質問に対し、議長以下出席した議員により、児童からの質問に
回答しました。
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ふ
る
さ
と
納
税

成
美
学
園
高
校

　
６
月
８
日
・
９
日
の
２
日
間
、
市
政
全
般
に
つ
い
て
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

一
般
質
問
の
記
事
は
、
発
言
議
員
本
人
が
要
約
し
た
も
の
で
す
。

全
文
は
、
勝
浦
市
議
会
会
議
録
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
録
画
配
信
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

（
各
議
員
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。）

6 月 8日
佐
藤　
啓
史　
議
員
①
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

②
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

③
成
美
学
園
高
校
に
つ
い
て

照
川
由
美
子　
議
員
①
災
害
時
に
お
け
る「
情
報
伝
達
」と「
廃
棄
物
処
理
対
策
」に
つ
い
て

②
消
防・防
災
の
と
り
く
み
と「
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」に
つ
い
て

久
我　
恵
子　
議
員
①
災
害
時
に
お
け
る
食
料
品
等
の
供
給
に
関
す
る
協
定
書
に
つ
い
て

渡
辺
ヒ
ロ
子　
議
員
①
市
民
の
安
全
を
目
指
し
た
道
路
の
整
備
に
つ
い
て　

②
観
光
客
が
歩
き
た
く
な
る
道
を
目
指
す
た
め
の
環
境
整
備
に
つ
い
て

③
勝
浦
○
○
大
使
設
置
要
綱
に
つ
い
て

磯
野　
典
正　
議
員
①
農
林
業
の
課
題
解
決
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て　

6 月 9日
戸
坂　
健
一　
議
員
①
市
役
所
内
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
に
つ
い
て
の
現
状
と
今
後
の
取

組
に
つ
い
て

狩
野　
光
一　
議
員
①「
新
た
な
配
送
サ
ー
ビ
ス
構
築
に
よ
る
商
店
街
等
に
ぎ
わ
い
創
出

事
業
」
の
情
報
掲
示
に
つ
い
て

鈴
木　
克
已　
議
員
①
国
定
公
園
指
定
地
域
及
び
市
の
管
理
す
る
観
光
資
源
に
資
す
る
公

園
の
整
備
状
況
に
つ
い
て

②
民
間
団
体
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
に
よ
り
植
樹
さ
れ
た
桜
等
の
管
理

と
対
応
に
つ
い
て

寺
尾　
重
雄　
議
員
①「
勝
浦
市
に
お
け
る
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
の
た
め
の
加
速

化
対
策
」
に
つ
い
て

Ｑ
勝
浦
市
議
会
は
、
本
年

３
月
議
会
で
、「
ロ
シ
ア
に

よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
に
抗

議
す
る
決
議
」
を
全
会
一
致

で
決
議
し
た
。
決
議
文
に
は

「
勝
浦
市
と
し
て
ウ
ク
ラ
イ

ナ
避
難
民
の
受
け
入
れ
に
対

応
す
る
よ
う
求
め
る
」
の
一

文
が
あ
る
。
市
長
は
、
市
議

会
の
決
議
に
対
し
、
ど
う
対

応
さ
れ
た
の
か
？

Ａ
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
の
避
難

民
に
関
す
る
受
入
れ
の
相
談
等

が
あ
っ
た
場
合
は
、
積
極
的
に

対
応
す
る
が
、現
在
の
と
こ
ろ
、

受
入
れ
の
相
談
等
は
な
い
。

Ｑ
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附
金

の
使
途
を
市
民
が
決
め
る
「
ふ

る
さ
と
納
税
寄
附
金
市
民
参
画

制
度
」
の
創
設
を
提
案
す
る
。

Ａ
市
民
か
ら
募
集
し
た
事

佐藤啓史議員

市
長
の
政
治
姿
勢

業
に
つ
い
て
、
ふ
る
さ
と
応

援
寄
附
金
を
募
り
、
目
標
額

を
達
成
し
た
段
階
で
事
業
化

す
る
と
い
う
、
文
字
ど
お
り

「
み
ん
な
で
創
る
ま
ち
」
を
実

践
で
き
る
手
段
の
一
つ
だ
。

本
市
と
し
て
も
研
究
し
た
い
。

Ｑ
次
世
代
の
た
め
の「
か
つ

う
ら
未
来
創
造
基
金
」を
新

た
に
創
設
し
、
ふ
る
さ
と
納
税

の
寄
附
金
の
１
割
を
積
み
立
て

て
い
く
こ
と
を
提
案
す
る
。

Ａ
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

は
、
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
に

積
み
立
て
、
事
業
選
定
委
員

会
に
て
充
当
事
業
を
決
定
し

た
後
、
財
源
と
し
て
繰
り
入

れ
て
い
る
。
現
時
点
で
は
、

必
要
と
認
め
ら
れ
る
事
業
へ

の
充
当
に
努
め
て
お
り
、
新

た
な
基
金
を
創
設
し
て
積
み

立
て
る
考
え
は
な
い
。

Ｑ
来
春
開
校
す
る
成
美
学

園
高
校
の
授
業
料
が
公
立
高

校
並
み
と
あ
る
が
？

Ａ
授
業
料
に
つ
い
て
は
、

市
内
在
住
の
生
徒
は
公
立
校

並
み
の
金
額
と
す
る
考
え
が

示
さ
れ
て
い
る
。

Ｑ
設
置
さ
れ
る
学
科
は
？

Ａ
定
員
１
５
０
名
の
全
日

通
学
科
と
定
員
２
３
５
０
名

の
一
般
通
信
科
で
、
全
日
通

学
科
は
、
普
通
科
ク
ラ
ス
、

個
別
指
導
科
ク
ラ
ス
及
び
ス

ポ
ー
ツ
・
音
楽
・
芸
術
に
素

質
の
あ
る
生
徒
を
受
け
入
れ

る
部
活
動
ク
ラ
ス
が
設
置
さ

れ
る
予
定
で
あ
る
。

Ｑ
校
名
に「
勝
浦
」の
名
が

入
る
よ
う
要
望
す
べ
き
だ
。

例
「
成
美
学
園
勝
浦
高
校
」

Ａ
校
名
は
「
成
美
学
園
高

校
」
と
決
定
し
て
い
る
。元郁文小学校跡地に

成美学園高校が来春開校
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災
害
時
に
お
け
る「
情
報

伝
達
」と「
廃
棄
物
処
理

対
策
」に
つ
い
て

災
害
時
に
お
け
る
食
料

品
等
の
供
給
に
関
す
る

協
定
書
に
つ
い
て

消
防・防
災
の
と
り
く
み
と

「
防
災
ボ
ラ
ン
ティ
ア
」に

つ
い
て

Ｑ
火
山
の
噴
火
に
伴
う
津

波
注
意
報
か
ら
半
年
が
経

過
。
国
・
県
・
市
の
情
報
が

市
民
に
速
や
か
に
周
知
さ
れ

る
よ
う
努
め
て
ほ
し
い
と
考

え
る
が
、
気
象
庁
か
ら
の
そ

の
後
の
情
報
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

Ａ
最
も
早
く
潮
位
変
化
が
到

達
す
る
時
刻
を
知
ら
せ
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
運
用
の
改

善
を
行
う
と
の
発
表
で
す
。

Ｑ
災
害
廃
棄
物
仮
置
き
場

を
ど
こ
に
定
め
る
の
か
、
そ

の
検
討
結
果
を
伺
い
ま
す
。

Ａ
３
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以

上
の
面
積
で
、
大
型
車
の
出

入
り
可
能
な
場
所
と
し
て
、

旧
大
森
粗
大
ゴ
ミ
捨
て
場
・

閉
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
旧
ゴ
ミ

焼
却
場
を
使
用
で
き
る
よ
う

備
え
た
い
と
考
え
ま
す
。

Ｑ
市
は
平
成
17
年
４
月
に

勝
浦
市
商
工
会
と
災
害
時
に

お
い
て
市
内
で
調
達
す
る
食

料
品
や
飲
料
水
等
の
確
保
を

図
る
為
、
物
資
の
供
給
に
関

し
て
協
定
を
締
結
し
た
。
協

定
締
結
か
ら
17
年
が
経
過

し
、
内
容
や
商
工
会
へ
の
要

請
方
法
の
見
直
し
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。
市
の
考

を
お
伺
い
し
ま
す
。

Ａ
現
行
の
協
定
の
内
容
に
あ

る
食
料
品
、
飲
料
水
以
外
に

も
物
資
の
調
達
を
可
能
に
し
、

迅
速
な
対
応
を
図
る
為
、
手

順
の
確
立
な
ど
勝
浦
市
商
工

会
の
協
力
を
求
め
な
が
ら
見

直
し
を
図
り
た
い
。

Ｑ
協
定
締
結
時
に
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
等

の
感
染
症
に
つ
い
て
想
定
さ

照川由美子議員

久我惠子議員

あなたの資格・技能が
災害時に必要です！
防災ボランティア

募集中！消防防災係
７３－６６４０

Ｑ
コ
ロ
ナ
禍
の
防
災
対
策

や
消
防
団
活
動
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

Ａ
避
難
所
の
コ
ロ
ナ
対
策
、

防
災
士
会
の
設
立
、
各
計
画

の
修
正
、
災
害
支
援
に
関
す

る
協
定
の
締
結
、
自
主
防
災

組
織
へ
の
備
品
購
入
補
助
等

実
施
。
消
防
演
習
に
替
わ
り

消
防
署
員
指
導
に
よ
る
実
践

的
な
訓
練
等
を
行
い
ま
し
た
。

Ｑ
広
報
か
つ
う
ら
５
月
号

で
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募

集
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の

応
募
状
況
は
？
今
後
、
設
立

す
べ
き
も
の
は
何
か
も
お
伺

い
し
ま
す
。

Ａ
土
木
機
械
操
作
５
名
、

通
訳
３
名
、
ド
ロ
ー
ン
操
縦

１
名
の
応
募
が
有
り
、
こ
の

他
に
通
信
・
輸
送
・
傾
聴
・

避
難
所
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
必

れ
な
か
っ
た
。
自
宅
療
養
者

等
へ
の
支
援
物
資
は
、
ど
の

様
に
行
わ
れ
た
の
か
、
お
伺

い
し
ま
す
。

Ａ
当
初
、
自
宅
療
養
者
等
へ

の
支
援
資
配
布
事
業
の
物
資

の
調
達
は
、
市
の
職
員
が
市

内
の
ド
ラ
ッ
ク
ス
ト
ア
で
商
品

を
買
い
集
め
て
梱
包
し
て
自
宅

療
養
者
等
へ
届
け
て
い
た
。
現

在
は
商
工
会
に
募
集
を
依
頼

し
、
応
募
の
あ
っ
た
市
内
４
事

業
者
か
ら
納
品
し
て
も
ら
っ
て

い
る
。
今
後
、
こ
の
仕
組
み

を
利
用
し
て
対
象
者
が
異
な

る
自
然
災
害
と
は
別
に
、
感

染
症
対
策
の
枠
組
み
で
の
協
定

に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

Ｑ
災
害
時
等
の
物
資
の
供

給
に
つ
い
て
は
、
市
内
事
業

者
を
積
極
的
に
用
い
る
べ
き

と
考
え
ま
す
。
市
の
お
考
え

を
お
伺
い
し
ま
す
。

要
と
考
え
ま
す
。

Ｑ
機
材
の
調
達
・
燃
料
代
・

保
険
料
等
は
、
ど
の
よ
う
に

お
考
え
か
、
伺
い
ま
す
。

Ａ
ど
の
よ
う
な
補
助
が
で

き
る
か
検
討
し
、
応
援
者
が

増
え
る
よ
う
な
体
制
を
構
築

し
た
い
と
考
え
ま
す
。

Ｑ
市
運
営
の
避
難
所
は
、

職
員
が
配
置
さ
れ
人
件
費
が

発
生
し
ま
す
が
、
自
主
防
災

が
運
営
す
る
避
難
所
は
す
べ

て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
委

託
料
の
よ
う
な
財
政
的
支
援

を
検
討
す
べ
き
と
思
い
ま
す

が
、
い
か
が
お
考
え
か
、
お

伺
い
し
ま
す
。

Ａ
積
極
的
に
や
っ
て
い
た
だ

く
た
め
の
し
く
み
・
内
容
を

含
め
、
研
究
・
検
討
す
る
時

期
が
来
た
と
考
え
ま
す
。

Ａ
勝
浦
市
で
は
災
害
に
備
え

様
々
な
物
品
を
備
蓄
し
て
お

り
、
今
後
も
消
費
期
限
の
あ

る
も
の
は
適
宜
更
新
す
る
と
と

も
に
、
災
害
形
態
や
時
代
の
変

化
に
合
わ
せ
、
新
た
な
物
資
も

充
実
さ
せ
て
ま
い
り
た
い
。
ま

た
、
こ
れ
ら
物
資
の
調
達
方
法

は
、
地
方
自
治
法
、
市
の
財

務
規
則
等
に
基
づ
き
、
入
札

等
に
よ
る
調
達
基
本
と
し
て
い

る
が
、
市
内
事
業
者
か
ら
の

調
達
も
検
討
し
て
参
り
た
い
。

Ｑ
飲
食
料
品
以
外
の
地
元

企
業
と
の
災
害
協
定
は
ど
の

様
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

Ａ
商
工
会
を
含
め
７
つ
の
民

間
企
業
と
協
定
を
結
ん
で
い

る
。
今
後
も
災
害
対
策
上
、

必
用
と
認
め
ら
れ
る
事
は
、
積

極
的
に
検
討
し
た
い
。
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Ｑ
文
化
の
振
興
と
文
化
活

動
の
推
進
を
求
め
る
中
で
提

案
し
た
『
勝
浦
ふ
る
さ
と
大

使
』
設
置
要
綱
の
内
容
に
つ

い
て
伺
う
。

Ａ
大
使
は
、
各
分
野
に
お

い
て
活
躍
し
、
市
に
深
い
理

解
と
認
識
を
持
つ
者
で
、
市

の
活
性
化
に
対
し
て
積
極
的

な
意
思
を
持
つ
勝
浦
市
に
ゆ

か
り
の
あ
る
者
と
す
る
。
任

務
は
、
国
内
外
に
市
の
魅
力

を
紹
介
し
地
域
の
活
性
化
を

図
る
こ
と
。

Ｑ
子
供
達
の
夢
や
希
望
に

繋
が
り
勝
浦
の
活
性
化
に
向

け
た
活
動
の
継
続
を
希
望
す

る
が
、
第
一
号
で
委
嘱
さ
れ

た
市
川
門
之
助
氏
の
他
に
候

補
者
は
い
る
か
。

Ａ
現
在
、
具
体
的
な
話
は

な
い
が
、
様
々
な
分
野
で
対

象
者
を
検
討
し
て
い
く
。 渡辺ヒロ子議員

勝
浦
○
○
大
使
設
置
要

綱
に
つ
い
て

市
民
の
安
全
を
目
指
し
た

道
路
の
整
備
に
つ
い
て

Ｑ
特
に
路
側
帯
の
狭
い
道

路
で
は
、
Ｕ
字
溝
の
蓋
の
隙

間
な
ど
危
険
個
所
が
多
く
見

受
け
ら
れ
る
が
、
市
内
道
路

の
見
回
り
や
整
備
に
つ
い
て

現
況
を
伺
う
。

Ａ
側
溝
の
不
具
合
を
確
認

の
上
、
修
繕
や
側
溝
蓋
の
交

換
等
を
順
次
行
い
、
歩
行
者

の
安
全
に
努
め
て
い
く
。

Ｑ
草
が
生
い
茂
り
、
行
き

来
し
て
い
る
車
や
地
域
住
民

に
と
っ
て
、
安
全
を
脅
か
す

問
題
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

に
つ
い
て
の
認
識
と
対
策

は
？Ａ幹

線
道
路
は
定
期
的
に

草
刈
り
を
実
施
。
国
県
道
に

つ
い
て
は
千
葉
県
が
管
理
す

る
の
で
、
対
応
を
要
望
し
て

い
く
。

Ｑ
観
光
道
路
に
お
い
て
は
、

歩
道
の
安
全
確
保
の
た
め
と

は
、
意
味
合
い
が
違
う
。
写

真
映
え
や
観
光
客
の
目
線
を

意
識
し
た
景
観
整
備
を
要
望

す
る
が
、
市
の
お
考
え
は
？
。

Ａ
雑
草
な
ど
は
切
っ
て
い

い
と
思
う
が
、
樹
木
は
、
景

観
に
配
慮
し
な
が
ら
整
備
を

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
る
。

Ｑ
草
刈
り
や
環
境
整
備
に

つ
い
て
、
そ
の
多
く
が
業
務

委
託
に
頼
っ
て
い
る
。
委
託

す
る
業
者
と
十
分
な
共
通
理

解
を
図
り
、
市
民
も
観
光
客

も
歩
き
た
く
な
る
道
づ
く
り

を
目
指
し
た
環
境
整
備
を
強

く
要
望
す
る
。

観
光
客
が
歩
き
た
く
な

る
道
を
目
指
す
た
め
の

環
境
整
備
に
つ
い
て

農
林
業
の
課
題
解
決
に

向
け
た
取
組
に
つ
い
て

Ｑ
平
成
元
年
の
勝
浦
市
の

人
口
、
そ
の
う
ち
の
農
家
数

が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い

る
か
？

Ａ
人
口
は
平
成
元
年
３

月
で
は
２
万
５
５
６
３

人
。
令
和
４
年
３
月
31
日

で
は
１
万
６
２
０
３
人
。

９
３
６
０
人
の
減
少
。
農
業

従
事
者
数
は
平
成
元
年
の

１
２
９
４
戸
か
ら
令
和
２
年

の
２
７
０
戸
と
１
０
２
４
戸

の
減
少
。

Ｑ
２
７
０
戸
の
農
家
の
年

代
別
の
人
数
は
？

Ａ
30
歳
以
上
40
歳
未
満

は
３
人
、
40
歳
以
上
50
歳
未

満
11
人
、
50
歳
以
上
60
歳
未

満
32
人
、
60
歳
以
上
70
歳
未

満
93
人
。
70
歳
以
上
80
歳

未
満
92
人
、
80
歳
以
上
39
人

と
な
っ
て
い
る
。

Ｑ
国
が
進
め
る
ス
マ
ー
ト

農
業
の
実
証
実
験
を
勝
浦
市

は
行
っ
て
い
る
か
？

Ａ
令
和
３
年
度
は
ド
ロ
ー

ン
を
活
用
し
た
稲
の
育
成
状

況
の
デ
ー
タ
採
取
や
水
田
の

水
位
を
ス
マ
ホ
で
確
認
す
る

セ
ン
サ
ー
の
設
置
の
実
証
実

験
を
行
っ
た
。
今
年
度
は
、

令
和
３
年
度
の
デ
ー
タ
を

基
に
ス
マ
ー
ト
田
植
え
機
を

使
っ
た
田
植
え
の
実
証
実
験

を
行
っ
た
。

Ｑ
森
林
資
源
の
活
用
へ
の

取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
な
こ

と
を
さ
れ
て
い
る
か
？

Ａ
令
和
２
年
度
か
ら
森
林 

を
ど
の
よ
う
に
管
理
、整
備
、

活
用
し
て
い
く
か
検
討
す
る

た
め
市
内
を
７
つ
の
地
区
に

分
類
し
、
毎
年
度
１
地
区
を

対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

行
い
、森
林
所
有
者
の
意
識
、

管
理
状
況
、
今
後
の
管
理
方

磯野典正議員

法
な
ど
に
つ
い
て
調
査
し
て

い
る
。

Ｑ
農
林
業
の
課
題
解
決

に
向
け
た
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ

導
入
に
つ
い
て
考
え
は
な
い

か
？Ａ鴨

川
市
で
耕
作
放
棄
地

の
草
刈
り
を
競
技
化
し
た
ス

ポ
ー
ツ
草
刈
り
を
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
開
催
し
て
い
る
こ
と

は
把
握
し
て
い
る
。
参
加
者

の
安
全
確
保
等
を
踏
ま
え
た

企
画
立
案
が
必
要
な
一
方
、

労
働
力
不
足
や
耕
作
放
棄
地

解
消
の
き
っ
か
け
づ
く
り
と

な
り
、
地
域
農
業
の
課
題
解

決
の
糸
口
に
な
る
よ
う
、
そ

の
実
現
の
可
能
性
に
つ
い
て

研
究
、
検
討
し
た
い
。

スマート農業の実証実験
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市
役
所
内
の
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
対
策
の
現
状
と
今
後
の

取
組
に
つ
い
て

Ｑ
職
場
に
お
け
る
パ
ワ
ハ

ラ
な
ど
の
各
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

は
、
職
員
の
個
人
と
し
て
の

尊
厳
を
不
当
に
傷
つ
け
る
社

会
的
に
許
さ
れ
な
い
行
為
で

あ
り
、
ま
た
職
員
の
能
力
発

揮
を
妨
げ
る
大
き
な
要
因
で

も
あ
る
。
こ
れ
は
市
政
の
効

率
的
な
運
営
に
重
大
な
支
障

を
来
す
こ
と
に
も
な
り
か
ね

な
い
深
刻
な
問
題
で
、
時
代

に
あ
っ
た
対
策
が
必
要
だ
。

ま
ず
、
本
年
度
の
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
報
告
・
相
談
件
数
は
。

Ａ
本
年
度
の
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
に
関
す
る
報
告
や
相
談
の

事
案
は
な
い
。

Ｑ
報
告
が
な
い
こ
と
は
、

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
存
在
し
な

い
事
と
同
義
で
は
な
い
。
潜

在
化
し
て
い
る
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
を
発
見
し
対
応
す
る
た
め

戸坂健一議員

に
も
、
匿
名
で
の
相
談
な
ど

被
害
者
が
声
を
上
げ
や
す
い

体
制
を
作
る
べ
き
で
は
。

Ａ
現
在
総
務
課
が
相
談
窓

口
と
な
っ
て
い
る
が
、
匿
名

で
の
相
談
な
ど
に
つ
い
て
は

十
分
に
対
応
し
た
い
。
ま
た
、

第
三
者
機
関
へ
の
相
談
に
つ

い
て
も
周
知
し
て
い
く
。

Ｑ
再
発
防
止
策
と
し
て
の

職
員
研
修
や
講
習
会
の
定
期

開
催
が
必
要
で
は
な
い
か
。

Ａ
今
後
は
定
期
的
な
研
修

を
実
施
し
て
い
く
。

Ｑ
平
成
31
年
に
策
定
さ
れ

た
「
勝
浦
市
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

の
防
止
等
に
関
す
る
指
針
」

に
つ
い
て
、
時
代
に
合
わ

せ
た
改
訂
を
し
て
い
く
べ
き

だ
。
パ
ワ
ハ
ラ
な
ど
の
よ
り

詳
細
な
具
体
例
や
、
逆
に
パ

ワ
ハ
ラ
に
当
た
ら
な
い
事
例

な
ど
も
し
っ
か
り
掲
載
し
、

規
律
を
重
視
し
つ
つ
同
時
に

円
滑
な
職
場
環
境
を
保
て
る

よ
う
な
内
容
に
し
て
い
く
べ

き
と
考
え
る
が
。

Ａ
指
針
に
つ
い
て
は
よ
り
慎

重
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
と

考
え
て
い
る
為
研
究
す
る
。

Ｑ
こ
の
指
針
に
つ
い
て
、

対
象
と
な
る
職
員
の
範
囲
は

ど
こ
ま
で
か
。

Ａ
市
長
及
び
副
市
長
、
教

育
長
を
除
く
職
員
が
対
象
だ
。

Ｑ
市
長
に
伺
う
。
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
に
つ
い
て
の
指
針
は

市
長
、
副
市
長
、
教
育
長
は

対
象
外
と
の
こ
と
だ
が
、
市

の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
こ
う

し
た
指
針
を
遵
守
し
て
い
く

べ
き
と
考
え
る
が
如
何
か
。

Ａ
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
な
い
勝

浦
を
目
指
し
。
し
っ
か
り
と

遵
守
し
て
い
く
。

狩野光一議員

「
商
店
街
等
に
ぎ
わ
い

創
出
事
業
」に
つ
い
て

Ｑ
本
事
業
は
、
電
子
カ

タ
ロ
グ
で
選
び
ス
マ
フ
ォ

等
で
注
文
し
た
商
品
を
ド

ロ
ー
ン
や
陸
送
で
即
日
配

達
す
る
シ
ス
テ
ム
を
年
間

３
８
０
０
万
円
、
３
年
間
で

１
億
１
４
０
０
万
円
を
投
じ

て
構
築
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
、
先
の
議
会
で
「
事
業
方

向
性
の
検
討
」
等
が
附
帯
決

議
で
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、

す
で
に
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

経
緯
は
。

Ａ
当
該
事
業
は
国
の
「
地

方
創
生
推
進
交
付
金
」
活
用

の
計
画
認
定
を
受
け
て
た
こ

と
か
ら
掲
載
し
た
。

Ｑ
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

の
募
集
事
業
と
し
て
掲
載
さ

れ
て
い
る
が
、
事
業
の
内
容

は
今
後
の
検
討
で
変
更
の
余

Ｑ
ド
ロ
ー
ン
配
送
に
は
、

費
用
・
安
全
・
機
能
面
や
法

規
制
な
ど
の
問
題
も
残
る
中

で
、
事
業
全
体
で
補
助
の
他

に
も
年
間
１
９
０
０
万
円
の

歳
出
と
な
る
。
事
業
の
効

果
に
つ
い
て
相
当
の
確
証
が

な
い
限
り
、
財
政
難
を
理
由

に
先
送
り
さ
れ
て
い
る
「
市

民
か
ら
の
小
さ
な
要
請
」
に

応
え
る
こ
と
の
方
を
、
市
と

し
て
優
先
す
る
べ
き
と
思
う

が
、
市
長
の
お
考
え
は
？ 

Ａ
小
さ
な
要
望
対
応
の
積

み
重
ね
も
大
事
、
両
方
と
も

大
事
で
す
。

Ｑ
本
事
業
に
関
す
る
代
替

案
を
ま
と
め
て
提
出
し
た
い

が
今
後
の
協
議
の
中
で
検
討

し
て
も
ら
え
る
か
。

Ａ
事
業
実
施
の
前
に
検
討

し
て
、
結
果
を
出
し
た
う
え

で
進
め
て
い
き
た
い
。

地
が
あ
る
。
応
募
企
業
が
事

業
の
内
容
を
誤
解
し
な
い
よ

う
に
説
明
を
追
加
す
べ
き
と

思
う
が
、
ど
う
考
え
る
か
？

Ａ
国
の
認
可
を
受
け
た
事

業
の
た
め
変
更
が
確
定
す
る

ま
で
は
、
修
正
も
追
加
も
し

な
い
。
企
業
か
ら
の
連
絡
が

あ
れ
ば
そ
の
際
に
誤
解
が
生

じ
な
い
よ
う
説
明
す
る
。

Ｑ
Ｅ
Ｃ
モ
ー
ル
化
に
よ
り

カ
タ
ロ
グ
注
文
・
配
送
が
増

え
て
く
る
と
、
商
店
街
を

訪
れ
る
人
が
減
っ
て
し
ま
い

「
商
店
街
等
の
に
ぎ
わ
い
」

と
は
真
逆
に
作
用
し
て
し
ま

わ
な
い
か
？

Ａ
そ
の
可
能
性
も
あ
る
が

今
ま
で
商
店
街
に
来
れ
な

か
っ
た
人
た
ち
と
も
電
話
や

ア
プ
リ
注
文
に
よ
っ
て
交
流

が
始
ま
り
、
こ
れ
を
機
会
と

し
て
さ
ら
に
人
を
呼
び
込
め

る
と
考
え
て
い
る
。
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国
定
公
園
指
定
地
域
及

び
市
の
管
理
す
る
観
光

資
源
に
資
す
る
公
園
の

整
備
状
況
に
つ
い
て

市
に
お
け
る
防
災
・
減
災

加
速
化
対
策
に
つ
い
て

脱
炭
素
化
・
千
葉
県
太

陽
光
発
電
設
備
に
つ
い
て

Ｑ
勝
浦
市
の
観
光
名
所
と

し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
公
園

等
の
管
理
状
況
、
年
間
管
理

計
画
、
今
後
の
対
応
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

Ａ
八
幡
岬
公
園
は
、
樹
木

伐
採
、
草
刈
等
植
栽
整
備
、

市
道
の
崩
落
個
所
対
策
、
展

望
デ
ッ
キ
、
遊
具
の
修
繕
が

必
要
と
な
っ
て
い
る
。
現
在

の
管
理
は
、
草
刈
を
年
４
回

と
清
掃
等
を
行
っ
て
い
る
。

　
官
軍
塚
は
、
周
辺
樹
木
の

整
備
、
あ
ず
ま
や
の
老
朽
化

対
策
が
必
要
。
管
理
は
草

刈
を
年
２
回
と
園
内
清
掃
を

行
っ
て
い
る
。

　
今
年
度
中
に
、
老
朽
化
し

た
あ
ず
ま
や
を
取
り
壊
し
、

来
年
度
に
新
設
す
る
。

寺尾重雄議員

鈴木克已議員

５月末の八幡岬公園

Ｑ
市
内
に
は
太
陽
光
発
電

が
設
置
さ
れ
て
い
る
施
設
は

な
く
、
災
害
に
対
し
て
大
変

遅
れ
て
い
ま
す
。
緊
急
時
に

電
力
供
給
が
可
能
に
な
る
こ

と
は
対
策
の
一
つ
で
今
後
は

　
鵜
原
理
想
郷
は
、
遊
歩
道

の
整
備
、
樹
木
植
栽
管
理
が

必
要
。
管
理
は
、
草
刈
を
年

２
回
、
清
掃
、
塵
芥
搬
出
、

ト
イ
レ
清
掃
等
を
行
っ
て
い

る
。

　
今
後
は
、
景
観
及
び
自
然

環
境
と
の
調
和
を
含
め
た
整

備
計
画
を
策
定
し
魅
力
あ
る

観
光
資
源
と
し
て
整
備
し
ま

す
。Ｑ

官
軍
塚
か
ら
八
幡
岬
に

至
る
市
道
沿
線
の
管
理
状
況

と
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

Ａ
随
時
、
破
損
個
所
の
整

備
と
通
行
に
支
障
の
あ
る
樹

木
の
伐
採
を
適
宜
実
施
し
、

草
刈
は
年
３
回
実
施
し
て
い

る
。
今
後
は
、
景
観
に
配
慮

し
な
が
ら
、
周
辺
環
境
と
の

調
和
に
留
意
し
適
正
に
管
理

す
る
。

Ｑ
（
現
状
の
公
園
管
理
は
、

観
光
商
工
課
、
都
市
建
設

課
、
福
祉
課
の
３
課
で
そ
れ

ず
れ
行
っ
て
い
る
た
め
）
観

光
資
源
で
あ
る
海
岸
線
や
歴

史
的
な
背
景
を
持
つ
公
園
、

都
市
公
園
等
、
市
内
全
域
の

公
園
や
街
路
景
観
を
一括
し

て
常
時
管
理
す
る
た
め
の
担

当
部
署
の
設
置
を
提
案
し
ま

す
が
如
何
か
。

Ａ
観
光
の
街
勝
浦
と
し
て

市
内
全
域
の
公
園
や
街
路
景

観
を
適
正
に
管
理
す
る
の
は

重
要
と
認
識
す
る
。

　

今
後
は
、
個
別
に
業
務

管
理
を
委
託
す
る
の
で
は
な

く
、
指
定
管
理
に
よ
る
一
元

管
理
を
視
野
に
、
よ
り
適
正
、

適
切
な
維
持
管
理
を
検
討
し

ま
す
。

Ｑ
国
土
交
通
省
で
社
会
の

機
能
を
守
る
、
国
土
強
靱

化
が
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た

が
、
流
水
治
水
対
策
・
対
災

害
強
化
対
策
・
老
朽
化
対
策

な
ど
市
民
の
命
と
暮
ら
し
を

守
る
た
め
の
具
体
的
な
お
考

え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

Ａ
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
河
川
、

急
傾
斜
地
等
の
維
持
管
理
、

各
種
公
共
施
設
の
耐
震
診
断

や
補
強
工
事
な
ど
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
ま
た
、
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
の
整
備
や
避
難
所

の
環
境
改
善
も
進
め
て
い
ま

す
。「
人
命
の
保
護
が
最
大

限
図
ら
れ
る
こ
と
」「
市
及
び

地
域
の
機
能
が
障
害
を
受
け

ず
維
持
さ
れ
る
こ
と
」「
財
産

及
び
公
共
施
設
の
被
害
最
少

化
」「
迅
速
な
復
旧
復
興
を
実

現
」
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｑ
市
の
橋
や
ト
ン
ネ
ル
の

補
強
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

多
く
発
生
し
て
い
る
風
水
害

や
大
規
模
地
震
な
ど
の
災
害

対
策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

Ａ
橋
・
ト
ン
ネ
ル
等
の
点

検
は
、
法
に
基
づ
き
５
年
に

一
度
実
施
し
、
危
険
度
の
高

い
も
の
か
ら
順
次
整
備
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
高
潮
・
波

浪
・
津
波
の
お
そ
れ
の
あ
る

区
間
は
、
海
岸
保
全
施
設
の

か
さ
上
げ
工
事
を
行
い
、
地

震
災
害
の
対
策
で
住
宅
の
耐

震
診
断
及
び
耐
震
改
修
に
つ

い
て
補
助
し
て
い
ま
す
。

必
須
と
思
い
ま
す
が
、
お
考

え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

Ａ
現
在
、
市
役
所
庁
舎
・

芸
術
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
・

勝
浦
中
学
校
体
育
館
等
で

は
、
外
部
電
力
に
頼
ら
な
い

非
常
用
電
力
設
備
が
未
設
置

の
施
設
等
も
可
搬
式
の
発
電

機
や
太
陽
光
発
電
装
置
で
対

応
す
べ
く
、
機
器
の
備
蓄
を

進
め
て
い
ま
す
。

Ｑ
今
後
建
て
替
え
が
計
画

さ
れ
て
い
る
市
営
住
宅
、
他

の
公
共
施
設
な
ど
に
災
害
対

策
設
備
を
設
置
に
つ
い
て
、

お
伺
い
し
ま
す
。

Ａ
建
て
替
え
の
際
は
、
太

陽
光
発
電
設
備
、
避
難
ス

ペ
ー
ス
や
倉
庫
の
確
保
、
バ

リ
ア
フ
リ
ー
対
応
等
を
考
慮

す
る
考
え
で
す
。
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編集後記

勝浦カッピー

QR コードは
ここだよ！

５月１０日
１６日
１７日

１８日

１９日
２５日

２６日

３０日

６月１日
６日
８日
９日
１０日
１３日
１４日
１６日

総合開発審議会
議会運営委員会
千葉県自治体病院経営都市議会協議会総会
（千葉市）
千葉県南部地区道路議会道路整備協議会総会
（オンライン）
５月臨時会・全員説明会・議会改革検討委員会
全国市議会議長会定期総会（東京都）
国民健康保険事業の運営に関する協議会
市議会議員共済会代議員会（東京都）
かつうら海中公園理事会
夷隅郡市広域市町村圏事務組合議会臨時会
（いすみ市）

議会運営委員会
本会議　・議会改革検討委員会
本会議　一般質問
本会議　一般質問　・全員協議会
本会議　質疑
総務文教常任委員会
産業厚生常任委員会
本会議　最終日　・広報広聴常任委員会

２０日

２４日
２９日

７月１日
１１日
１３日

１５日

２２日
２６日
２７日

２８日

環境審議会
広報広聴常任委員会（対談）
勝浦小学校（６年生）市議会見学
議会改革検討委員会
芸術文化交流センター運営協議会
水道事業運営審議会

勝浦中央海水浴場海鎮祭
いすみ鉄道対策協議会総会（大多喜町）
議会改革検討委員会
総合開発審議会
社会を明るくする運動夷隅地区大会
（大多喜町）
議会改革検討委員会
広報広聴常任委員会
国民健康保険事業の運営に関する協議会
民生委員推薦会
かつうら海中公園滞在型観光施設 (eden) 内覧会
かつうら海中公園滞在型観光施設 (eden)
落成記念式典

お問い合わせは、勝浦市広報広聴常任委員会（７３−６６６２）まで

勝浦市ホームページ　http://www.city.katsuura.lg.jp

見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォントを
採用しています。

　私の将来の夢は、市役所職員になることです。
理由は、私たちのために勝浦をよりよくしよう
と努力してくださっているのがすごいと思うか
らです。コロナ禍でできなかったこともたくさ
んありましたが、楽しいイベントの開催や、ワ
クチン接種会場での映画上映や写真展の企画な
ど、私たちを楽しませてくださいました。だから、
私も大人になったらたくさんの人たちを楽しま
せ、勝浦のいいところを伝えられる市役所職員
になりたいです。

勝浦中学校　２年
児
こ

安
やす

　未
み ほ

帆 さん

きみの未来、あなたの未来

　誌面でもお知らせしましたとおり、６月定例会から議会の様子を、ライブ中継により配信することになりまし
た。市役所まで来ることが難しい方も、リアルタイムで議会のやり取りを視聴できます。これからも皆さんの声
を取り入れながら、開かれた議会に取り組んでいきたいと思います。　※６月２９日寄稿

広報広聴常任委員　黒川　民雄

議会のうごきについて報告します
（令和４年５月～令和４年７月） 議 会 の う ご き
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